
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
光源からの光で光変調素子を照明し、前記光変調素子で変調された光を被投影面に投影し
、前記被投影面上に投影画像を表示する投射型表示装置において、
　前記投影画像の明るさを調整する調光手段と、
　前記調光手段の一方側に間隙を持って配置された第１の光学素子および前記調光手段の
他方側に間隙を持って配置された第２の光学素子と、
　前記調光手段と前記第１の光学素子との間に設けられた前記間隙に風を通すダクトの先
端を分岐させてなる第１の分岐ダクトおよび前記調光手段と前記第２の光学素子との間に
設けられた前記間隙に風を通すダクトの先端を分岐させてなる第２の分岐ダクトを有する
送風手段と、
　を
　
　 こと
を特徴とする投射型表示装置。
【請求項２】
前記送風手段は送風ファンを有し、該送風ファンは、前記調光手段および光学素子を冷却
する送風ファンに用いられると共に、これら以外の光学部品を冷却する送風ファンとして
も用いられる共通化された送風ファンであることを特徴とする請求項 に記載の投射型表
示装置。
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【請求項３】
画像記憶機器もしくは画像記憶媒体から画像を読み出すことが可能な機器から画像信号を
、請求項 に記載の前記投射型表示装置に送信し、前記投射型表示装置に
より前記被投影面に投影することを特徴とする画像投影システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は投射型表示装置に関し、具体的には調光手段を有する投射型表示装置において、
該調光手段及びこれと隣り合う光学素子を熱損失から保護するため、これらを効率的に冷
却する技術に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
図８は投射型表示装置の上面図である。同図において、３２は光源であり、例えば高輝度
高圧ランプ、メタルハライドランプ等を含む。
ランプを出た光はレンズ３３により平行光に変えられ、碁盤の目状に配置されたレンズで
あるフライアイレンズ群３４に入力される。フライアイレンズ群３４により集光された各
光束は偏光変換素子３５に入力され、光源３２からのランダム偏光が直線偏光に変換され
る。
【０００３】
次に、レンズ３７を通過した偏光をミラー３９ａ、３９ｂ、３９ｃ、３９ｄ及びダイクロ
イックミラー３８ａ，３８ｂによりそれぞれ赤、緑、青３つの原色に偏光を色分離し、入
射側偏光板４１を透過し、それぞれ赤、緑、青用の液晶素子４３に入射される。
次に、３色の偏光は出射側偏光板４２を透過し、ダイクロイックプリズム４４で合成し投
射レンズ４５でスクリーン４６に投影することでカラー表示が可能となる。一般的に投射
型表示装置における熱に弱い光学部品であるフイルム製の偏光板、及び液晶素子、フライ
アイレンズ等があげられる。これらの光学素子を保護するため冷却用ファンを用いて素子
に風を当てて冷却が行われてきた。
【０００４】
一方、投射型表示装置において拡大投影する光量を調整する調光手段を設けることで暗い
映像の場合は低光量で、明るい画面は高光量で照明し、一定光量で照明した場合に比べて
高いダイナミックレンジで表示が可能となる。
また、液晶パネルに送る映像信号の増幅率を光量変化に対応して制御することにより、中
間調における表示輝度を一定に保ちながら高ダイナミックレンジを実現することができる
。
さらに、低光量で照明したときの暗い映像の黒と、高光量で照明した場合の明るい映像の
白を比較すると、照明光量を変化させない場合のコントラストに比べて高くなる。このよ
うに調光手段と信号制御を行うことで時系列でのコントラストも向上させることができる
。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、従来において、上記した調光手段を投射型表示装置の光路内に挿入しよう
とするとき、このような調光手段を挿入することで光学部品が格納されている光学ボック
ス内の温度分布は変化し、特に調光手段により光路が遮断されることにより反射、吸収さ
れる余分な光は少なからず隣接する光学素子に影響を与える。それにより新たな冷却機構
を設置しなければならないという問題があった。
【０００６】
そこで、本発明は、上記課題を解決し、調光手段を備えた投射型表示装置において、調光
手段及びこれと隣り合う光学系を熱損失から保護するため、これらを効率的に冷却するこ
とができ、また、部品点数が少なく、消費電力および騒音の軽減化を図ることができる冷
却機構を備えた投射型表示装置を提供することを目的とするものである。
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【０００７】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、上記課題を達成するために、つぎの（１）～（ ）のように構成した投射型
表示装置を提供するものである。
（１）光源からの光で光変調素子を照明し、前記光変調素子で変調された光を被投影面に
投影し、前記被投影面上に投影画像を表示する投射型表示装置において、
　前記投影画像の明るさを調整する調光手段と、
　前記調光手段の一方側に間隙を持って配置された第１の光学素子および前記調光手段の
他方側に間隙を持って配置された第２の光学素子と、
　前記調光手段と前記第１の光学素子との間に設けられた前記間隙に風を通すダクトの先
端を分岐させてなる第１の分岐ダクトおよび前記調光手段と前記第２の光学素子との間に
設けられた前記間隙に風を通すダクトの先端を分岐させてなる第２の分岐ダクトを有する
送風手段と、
　を
　
　 こと
を特徴とする投射型表示装置。
（ ）前記送風手段は送風ファンを有し、該送風ファンは、前記調光手段および光学素子
を冷却する送風ファンに用いられると共に、これら以外の光学部品を冷却する送風ファン
としても用いられる共通化された送風ファンであることを特徴とする上記（ ）に記載の
投射型表示装置。
（ ）画像記憶機器もしくは画像記憶媒体から画像を読み出すことが可能な機器から画像
信号を、上記（ に記載の前記投射型表示装置に送信し、前記投射型
表示装置により前記被投影面に投影することを特徴とする画像投影システム。
【０００８】
【発明の実施の形態】
本発明の実施の形態において、上記構成を適用して、投射型表示装置における調光手段に
おいて調光手段と隣り合う光学系の間に間隙を設け、これに風を流すことによって調光手
段及び隣り合う光学素子を効率的に冷却することで、これらを熱損失から保護することが
できる。
また、投射型表示装置において調光手段以外の部品を冷却しているファンを、調光手段を
冷却するファンと共通化し、ダクトを用いて部品及び調光手段と隣り合う光学部品の間隙
に風を流すことによってファンを共通化することができる。これにより部品点数を少なく
し、ファンの消費電力、騒音を軽減することができる。
【０００９】
【実施例】
　以下に、本発明の実施例 について説明する。
［ 例１］
　本発明の 例１である、投射型表示装置の上面図を図３に示す。同図において、９は
光源であり、例えば高輝度高圧ランプ、メタルハライドランプ等を含む。ランプを出た光
はレンズ１０により平行光に変えられ、碁盤の目状に配置されたレンズであるフライアイ
レンズ群３に入力される。
フライアイレンズ群３により集光された各光束は光量調節装置２に入射し、次に偏光変換
素子１に入射する位相板１１を通る光束と通らない光束を規定することによってＰ偏光ま
たはＳ偏光のみの光が出射され、次にミラー１３ａ、１３ｂ、１３ｃ、１３ｄおよびダイ
クロイックミラー１４ａ、１４ｂによりそれぞれ赤、緑、青３つの原色に偏光を色分離し
、それぞれ赤、緑、青用の液晶素子１８に入射させる。
【００１０】
ここで各色の液晶素子１８は、入射側偏光板１６の設置されている場合の透過光軸及び液
晶素子１８の透過光軸を照明光入射側から見て垂直方向に設定されているとするとダイク
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ロイックミラー１４ａ，１４ｂによって反射された光は１／２波長板に入射する。１／２
波長１５の進相軸及び遅相軸は液晶素子の直線偏光推奨入力方向に対して４５度になるよ
うに設定されており、１／２波長板１５を出た光は液晶素子１８に入射する。
各色の液晶素子１８を出た偏光は出射側偏光板１７により光強度に変換され、再び偏光方
向がそろえられてダイクロイックプリズム１９で合成され、投射レンズ８でスクリーン２
０に投影することでカラー表示が可能となる。
【００１１】
　　次に、本 冷却機構の構 を図１に示す。
図１において、絞り機構に隣接する光学素子であるフライアイレンズ３と偏光変換素子１
の間に機械的絞り機構を設定する。機械的絞り機構２は相対的に移動可能であって複数の
開口部を持つ複数の絞り板を具備している。ここで、不図示の駆動機構により複数の絞り
板を相対的に移動させることによって、各絞り板が重なり合うことによってできる開口部
の大きさを変化させ、絞り機構を通過する光量を制御している。
フライアイレンズ３により分割された光束の各光軸はこの開口を通過することにより光束
の外周部から遮光され、スクリーンに投影される最大光量が決定される。遮光板の重なり
によって遮光された光は遮光板上で反射するか、遮光板自体に熱として吸収される。該遮
光板に吸収された熱は該遮光板を保持しているホルダに伝わり冷却機構自体が発熱する。
そこで、本 例では、機械的絞り機構２と隣り合う光学部品である偏光変換素子１の間
及びフライアイレンズ３と機械的絞り機構２の間に充分間隙を設け、これらの間隙にファ
ンを用いて風をながす構成を採ることで、これらを熱損失から保護している。
　この 例１において、絞り板が有する開口部の数は１つであっても構わない。また、
ファンで風を流すのは、機械的絞り機構２と隣り合う光学部品である偏光変換素子１の間
及びフライアイレンズ３と機械的絞り機構２の間の片方であっても構わない。
【００１２】
　　［ 例２］
　本発明の 例２の構成を図２に示す。 例１では照明系に機械的絞り機構を設定し
たが、投射レンズ８内に機械的な虹彩絞り６を設定する場合でも同様の冷却方法が必要と
なる。
図２に示されるように、投射レンズ８内において虹彩絞り６と隣り合う光学部品はレンズ
５，７である。そこで、本 例では、該レンズ５，７と虹彩絞り６の間に間隙を設け、
該間隙にファン４により風をながすことによって、隣り合う光学部品および絞りを保護し
つつ、冷却を行う構成を採ることで、これらを熱損失から保護している。
【００１３】
　　［ 例３］
　本発明の 例３の構成を図４に示す。 例１及び 例２においては、照明系及び
投射レンズ内に機械的絞りを設けたが、本 例のように、偏光を用いて光路内に位相板
を設ける構成を採ることによって調光を行う場合においても、同様の冷却手段が必要とな
る。
【００１４】
図４において、光源９を出た光はフライアイレンズ３に入射し偏光変換素子１を出射した
後、色分解光学系２１に入射され、赤、緑、青の３色に分解される。各色の光路に位相板
を設ける。図４においては赤、青の光路に関しては省略し緑の光路の側面図のみ記述して
ある。位相板２２を出た光は各色用の入射側偏光板１６、液晶素子１８、及び出射側偏光
板１７を透過し、ダイクロイックプリズム１９によって色合成され投射レンズ８スクリー
ン２０に投影される。
【００１５】
　　位相板２２を投射型表示装置の光路内に設けた場合、位相板２２をモータ２３によっ
て回転させ、これによって位相板に入射した光の偏波面の角度が回転し、位相差が変化す
る。この位相板２２の進相軸と次に光が入射する液晶素子入射側偏光板１６の透過光軸の
なす角度によって出射する光量が決定される。したがって、ここで実質的に調光を行って
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いるのは液晶素子入射側偏光板１６であり、これが調光手段を構成する一つの光学部品と
なっている。そこで、本 例では、入射側偏光板１６及びこれと隣り合う光学部品であ
る位相板２２と液晶素子１８を冷却することが必要となることから、ここでは、調光を行
っている際には入射側偏光板１６と隣り合う位相板２２と液晶素子１８のそれぞれの間隙
に、より多くの風量を流す構成を採ることで、これらを熱損失から保護している。
【００１６】
　　［ 例４］
　本発明の 例４の構成を図５に示す。 例３においては位相板の機械的な可動によ
って調光を行った場合について示したが、本 例のように、調光手段として電気光学素
子や電気化学素子、電歪素子といったような誘電体に電極を配し、印加電圧を制御するこ
とによって調光を行う場合においても、同様の冷却手段が必要となる。
【００１７】
図５において、光源９を出た光はフライアイレンズ３に入射し、偏光変換素子１を出射し
た後、色分解光学系２１に入射され、赤、緑、青の３色に分解される。各色の光路に位相
板を設ける。図５においては赤、青の光路に関しては省略し緑の光路の側面図のみ記述し
てある。
【００１８】
偏光を用いる場合では、ポッケルス効果やカー効果などの電気光学効果を示す誘電体素子
２４を用いる。誘電体素子４の両面に電極を配置し、高電圧を印加することにより偏光変
換素子１でそろえられた直線偏光のせん光角度及び位相差を制御することができる。
また、圧電効果を持つ結晶により誘電体中に応力を作用させ位相差を制御し同様の効果を
得ることができる。さらに液晶の配向を利用した絞りであっても良い。
【００１９】
この場合、実質的に調光を行っているのは液晶素子入射側偏光板１６であり、該調光手段
を構成する一つの光学部品となる。そこで、ここでは、入射側偏光板１６及びこれと隣り
合う光学部品である誘電体素子２４と液晶素子１８を冷却することが必要となることから
、調光を行っている際には入射側偏光板１６と隣り合う誘電体素子２４と液晶素子１８の
それぞれの間隙に、より多くの風量を流す構成を採ることで、これらを熱損失から保護し
ている。
【００２０】
また、偏光を用いない手段として電気化学作用により光の吸収を制御するエレクトロクロ
ミー機能等を有する物性絞り等を利用する方式であっても良い。この場合は光のエネルギ
ーを直接物性絞りにおいて吸収するので、物性絞りと隣り合う光学部品の間に間隙を設け
、その間隙に風を通すことによって冷却効果を得ることができる。
【００２１】
　　　　［ ］
　本発明の の構成を図６に示す。
参考例１～参考例４では、調光機構に直接ファンによって風を吹きつける例について説明
したが、本 例は、調光機構の冷却以外の目的で取り付けられたファンを調光機構の冷
却用のファンと共通化する構成を採ったものである。
【００２２】
　投射型表示装置において光学部品を冷却する目的から他の部分にもファンが取り付けら
れているのが一般的である。よって、これら調光機構の冷却以外の目的で取り付けられた
ファンを調光機構の冷却用のファンと共通化することが可能である。例えば、参考例１に
おいては、光源９から出た光はフライアイレンズ３によって集光し、機械的絞りによる調
光手段２を通った後、偏光変換素子１に入射する。このような場合、図６に示す
のように、調光機構以外を冷却するファンを調光機構の冷却用のファンとして共通化する
ため、シロッコファン２６を用いる。同図において、ファン２６の送風口にダクト２５，
２７を取り付け、ダクト２５を調光機構、ダクト２７を光源ランプ９、にそれぞれ向け、
風を供給するようにする。
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【００２３】
このように、ファン２６を共通化することによって、部品点数の減少及び消費電力の低下
、騒音の低下を期待することができる。さらにダクト２５の先端を分岐させ、調光手段及
び隣り合う光学素子のそれぞれの間隙に風が流れるようにすることで、温度の高い部分を
効率良く冷却することができる。
【００２４】
　　　［実施例 ］
　本発明の実施例 の構成を図７に示す。
図７に示される本実施例は、ファン３０を共通化する場合において、スクリーン３１に拡
大投影する投射レンズ８内に絞りを配置したものである。
緑、赤、青の光路に配置された偏光板１６，１７及び液晶素子１８に照明光学系から照明
光が入射されるが、光源及び、照明光学系は図中では省略しており、緑色の光路の断面図
のみ表示している。
【００２５】
投射レンズ内８においては虹彩絞り６と隣り合う光学部品であるレンズ５，７の間に間隙
を設け、ダクト２８により送風し、液晶素子１８及び偏光板１６，１７にもダクト２９に
より送風する。さらにダクト２８の先端を分岐させ、調光手段及び隣り合う光学素子のそ
れぞれの間隙に風が流れるようにすることで、温度の高い部分を効率良く冷却することが
できる。
【００２６】
　上述の実施例 おいては、絞り機構の両側に送風を行っていたが、必ずしも両側であ
る必要は無く、少なくとも片方に送風を行っていれば構わない。また、絞り機構自体、或
いは絞り機構を支持する機構を熱伝導率の高い材料で構成しておくのが好ましい。
【００２７】
　また、上述の実施例 記載したような投射型表示装置を用いて、画像記憶機器もしく
は画像記憶媒体から画像を読み出すことが可能な機器、例えばカメラ、ビデオ、パソコン
等の機器から画像信号を投射型表示装置に送信し、投射型表示装置によりスクリーン等の
被投影面に投影する画像投影システムを構築することができる。
【００２８】
【発明の効果】
　本発明によれば、調光手段を備えた投射型表示装置において、
調光手段と隣り合う 光学系の間に間隙を設け、これ
にダクトの先端を分岐させてなる分岐ダクトからの風を流すことによって調光手段及び

隣り合う光学素子の温度の高い部分を効率的に冷却することで、これらを熱損失から保
護することができる。
また、 投射型表示装置において調光手段以外の部品を冷却しているファンを、調光手
段を冷却するファンと共通化することで、部品点数を少なくし、ファンの消費電力、騒音
を軽減することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の参考例１における冷却手段の斜視図である。
【図２】　本発明の参考例２における冷却手段の斜視図である。
【図３】　本発明の参考例１および参考例２における投射型表示装置の上面図である。
【図４】　本発明の参考例３における光量調節手段の側面図である。
【図５】　本発明の参考例４における光量調節手段の側面図である。
【図６】　本発明の における光量調節手段及び投射型表示装置の側面図である。
【図７】　本発明の実施例 における光量調節手段及び投射型表示装置の側面図である。
【図８】　従来例における投射型表示装置の上面図である。
【符号の説明】
　　１：偏光変換素子
　　２：機械的絞り機構

10

20

30

40

50

(6) JP 3990890 B2 2007.10.17

１
１

１に

１に

機械的な虹彩絞りによる
投射レンズ系を構成するレンズによる

上
記

上記

参考例５
１



　　３：フライアイレンズ
　　４：ファン
　　５：レンズ
　　６：虹彩絞り
　　７：レンズ
　　８：投射レンズ
　　９：光源
　　１０：レンズ
　　１１：位相板
　　１２：レンズ
　　１３ａ、１３ｂ、１３ｃ、１３ｄ：ミラー
　　１４ａ、１４ｂ：ダイクロイックミラー
　　１５：１／２波長板
　　１６：入射側偏光板
　　１７：出射側偏光板
　　１８：液晶素子
　　１９：ダイクロイックプリズム
　　２０：スクリーン
　　２１：色分解光学系
　　２２：位相板
　　２３：モータ
　　２４：誘電体素子
　　２５：ダクト
　　２６：シロッコファン
　　２７：ダクト
　　２８：ダクト
　　２９：ダクト
　　３０：ファン
　　３１：スクリーン
　　３２：光源
　　３３：レンズ
　　３４：フライアイレンズ
　　３５：偏光変換素子
　　３６：位相板
　　３７：レンズ
　　３８ａ、３８ｂ：ダイクロイックミラー
　　３９ａ、３９ｂ、３９ｃ、３９ｄ：ミラー
　　４０：１／２波長板
　　４１：入射側偏光板
　　４２：出射側偏光板
　　４３：液晶素子
　　４４：ダイクロイックプリズム
　　４５：投射レンズ
　　４６：スクリーン

10

20

30

40

(7) JP 3990890 B2 2007.10.17



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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